
Q.食事がとれなくなってきました。
十分な栄養と量の点滴はしなくても
いいのでしょうか？

A.緩和ケア病棟では「食べられなくなった」場合、
患者さんの状態をみて点滴の導入を検討します。
患者さんの状態によっては点滴をすることで
かえって身体がむくんでしまったり、場合によっては
腹水・胸水が増える、痰が増えて辛さにつながってしまう
可能性もあります。
点滴をすることが患者さんの辛さを本当に緩和しているのか、
患者さんの状態変化をみながら、その都度声掛けをさせて
もらっています。

クリスマス会を行いました。
談話室にで、患者さんたちと一緒に合唱したり、
サンタクやトナカイがハンドベルの演奏をしました。
ボランティアの皆様も

ご協力ありがとうございました。

1/10には鏡開きを行いました。
患者さんにはぜんざいを提供
させていただきました。

病棟からはこんなに
きれいな初日の出
見ることができました。


